
区
分

モニタリング項目
* ①～③は過去１週間合計

前回の数値
(3月23日時点)

現在の数値
(3月30日時点)

前回と
の比較

分析コメント

感
染
状
況

①新規陽性者数

総数
（人口10万人当たり）

2387人
(127.2人)

3031人
(161.5人)

総括
コメント

レベル４．感染が拡大しており特
別な警戒が必要

60歳以上
（総数に占める割合）

171人
(7％)

223人
(7％)

新規陽性者は人口10万人
当たり162人と増加。60代以
上で横ばいも、20代での増加
が見られる。高齢者施設等で
のクラスターも継続的に発生。

緩やかな減少が続いていた
が、全国と同じく増加に転じた。
新年度となり、お花見・歓迎会
等人が集まる機会、また人の
移動が増え、更なる感染の拡
大が懸念される。個人の感染
対策（マスク、手指衛生、３密
回避、ワクチン接種）の徹底
を継続していく必要がある。

②圏域別
新規陽性者数

県南東部 1367人 1546人

県南西部 845人 1159人

高梁・新見 15人 27人

真庭 25人 66人

津山・英田 130人 226人

潜
在
・

市
中
感
染

③新規陽性者
における
接触歴不明者

数 717人
（調査中を除く）

965人
（調査中を除く）

割合
（③/①）

41.7%
（調査中を除く）

42.4%
（調査中を除く）

医
療
提
供
体
制

④入院患者数
（確保病床における入院割合）

95人
(17％)

101人
(18％)

総括
コメント

レベル２．体制逼迫の兆候が
あると思われる

⑤宿泊療養者数 116人 144人 医療提供体制ひっ迫の状態では
ないが、新規感染者数増加に伴
い、入院患者数、宿泊・自宅療養
者数はやや増加。

⑥自宅療養者数 2484人 2707人

⑦重症者数 2人 1人

感染状況・医療提供体制の分析（3月30日時点） 【岡山県専門家有志】
（東京都統括コメント参照）

詳細


